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じており、直下型地震の破壊力を実感した。2019 年 9 月現在、地震発生から 1 年経過したが、被災地の

復旧は、復旧工事個所全体の 1 割程度しか完了していない状況である。復旧工事が進捗しない要因とし

て、崩壊斜面の所有者（管理者）が、国、北海道、個人等、多岐にわたるため、調整に多大な時間を要

したことや農地の所有者が故人となり、農業後継者が不在で復旧対応に苦慮したことなどが挙げられる。

これらの要因は今後の復旧対策の課題であろう。

5 まとめ

2018 年 9 月北海道胆振東部地震の地盤災害に関して、厚真町吉野地区、富里地区、幌内地区および札

幌市清田区里塚地区について現地調査を実施し、これらの調査から北海道胆振東部地震による地盤災害

の発生要因について検討した結果、以下の知見が得られた。また、その後の復旧状況と北海道における

地震災害に対する今後の課題をまとめると以下のようである。

1) 吉野地区の斜面崩壊については、樽前火山灰層（Ta-d)の表層崩壊であると考えられる。 

2) 幌内地区の斜面崩壊については、大規模かつ崩壊面が深い斜面崩壊であると考えられる。 

3) 幌内地区の降下軽石堆積物（火山灰）は、恵庭岳を噴出源とする En-a に近い性状を示した。このこ

とから，恵庭軽石層まで，すべりの影響の可能性があると考えられる。 

4) 札幌市清田区里塚の液状化現象は、谷埋め盛土による造成宅地において、地盤中の沢埋め盛土が液

状化したため、傾斜地である地盤面に沿って上流域で土が流動化し流出することにより、旧河川に

沿って陥没が発生したと推察される。また、旧河川の下流域では、流動化して流れ出した土砂が、

地盤を押し上げる圧力を増大させ，大量の泥土が噴出して舗装の剥離と著しい侵食を生じさせたと

考えられる。 

5) 復旧工事が進捗しない要因として、崩壊斜面の所有者（管理者）が、国、北海道、個人等、多岐に

わたるため、調整に多大な時間を要したことや農地の所有者が故人となり、農業後継者が不在で復

旧対応に苦慮したことなどが挙げられる。これらの要因は今後の復旧対策の課題である。 
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Abstract 

 
In 2018, an earthquake occurred in the Iburi-Tobu district in Hokkaido, Japan, and caused severe 
disasters. This paper describes the results of field surveys of the Iburi-Tobu district. The results of 
field surveys provide invaluable information for mitigating future natural disasters in Hokkaido. 

 
Keywords : Earthquake, Iburi-Tobu, Field Survey, Disaster 

 
 

1  
 

1  

特　　　集



後藤 芳彦

－ 10 －

2 調査方法

 本研究では、（1）北海道胆振東部の地質学的・地震学的調査、（2）北海道胆振西部の地質学的・地震

学的調査、（3）国内外で過去に起きた同様な斜面災害例の 3 つの調査を行った。北海道胆振東部の地質

学的・地震学的調査では、胆振東部の崩壊地およびその周辺地域において地質調査を行い、崩壊地の現

状把握とテフラ層（降下火砕堆積物）に関する地質調査を行った。北海道胆振西部の地質学的・地震学

的調査では、胆振西部（主に室蘭、伊達、洞爺、喜茂別、京極等の地域）を中心とした地質調査を行い、

地質学的なテフラ層序調査を行った。国内外で過去に起きた同様な斜面災害例との比較では、国内外で

過去に起きた地震と斜面災害の例に関する文献調査を行い、災害例のリストアップを行った。この 3 つ

の調査を総合し、北海道胆振東部で災害が起きた原因と、他の地域で将来同様な災害が起きる可能性に

ついて検討を行った。

3 調査結果

3. 1 北海道胆振東部の地質学的・地震学的調査

 北海道胆振東部地震で発生した斜面崩壊の原因を探るため、北海道胆振東部地域の地質学的・地震学

的な野外調査を行った。特に、火山灰の分布、層序、地質学的特性を調査し、北海道胆振東部地域で起

きた大規模災害の原因を総合的に明らかにした。その結果、北海道胆振東部地域では支笏カルデラから

噴出した支笏火砕流堆積物の上位に恵庭火山や樽前火山から噴出したテフラが厚く覆っていることが確

認できた。テフラ層は恵庭火山起源の En-a（約 2 万年前）、樽前火山起源の Ta-d（約 9000 年前）、樽前

火山起源の Ta-c（約 2500 年前）、樽前火山起源の Ta-b（西暦 1667 年）、および樽前火山起源の Ta-a（西

暦 1739 年）などからなる。特に、北海道胆振東部地震で斜面崩壊が発生した地域には、Ta-d、Ta-c、Ta-
b、Ta-a が堆積しており、これらの固結度の低いテフラ層が地震振動により崩壊したことが明らかになっ

た。

3. 2 北海道胆振西部の地質学的・地震学的調査

 北海道胆振東部地震で発生した斜面崩壊災害が、将来北海道の他地域で起きる可能性について議論す

るために、北海道胆振西部地域の脆弱火山噴出物に関する地質調査を行った。その結果、北海道胆振西

部を中心とした地域（伊達から洞爺にかけての地域）において、洞爺カルデラから噴出した洞爺火砕流

堆積物の上位に、クッタラ火山、中島火山、有珠火山などから噴出したテフラ層が厚く覆っていること

が確認できた（Goto et al., 2018）。また洞爺火砕流堆積物は非溶結であり、溶結した支笏火砕流堆積物と

異なる物理的性質を有することが確認できた（Goto et al., 2019）。伊達・洞爺よりさらに北方の喜茂別か

ら京極にかけての地域では、尻別火山から噴出した喜茂別火砕流堆積物の上位に、羊蹄火山から噴出し

たテフラ層が厚く覆っていることが確認できた。羊蹄火山から噴出したテフラ層は、未固結で多くの軽

石層を伴っている。以上のように、北海道胆振東部地域と同様に、北海道胆振西部地域に固結度の低い

テフラ層が広く分布することが確認できた。これらのテフラ層が地震による振動により崩壊する可能性

について、今後詳細な調査を行う必要がある。

 

3. 3 国内外で過去に起きた斜面災害調査

 国内外で過去に起きた地震斜面崩壊災害に関する災害例の文献調査を行い、これらの災害例と北海道

胆振東部地震の災害を比較・検討した。その結果、地震による脆弱火山噴出物の大規模斜面崩壊災害は、

国内外で頻繁に発生していることが判明した。例えばイタリアのイスキア 1883 年地震では、エポメオ火

砕流堆積物が地震により崩落し、カサミチョーラ市街地を壊滅させる大災害を発生させた。ニュージー

ランドでは 1991 年にクック山の山頂部が大崩落したが、この例では氷河が関連したと考えられている。
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国内では、2016 年の熊本地震において阿蘇カルデラ内で大規模な崩壊が発生しており、これは阿蘇カル

デラを形成した脆弱な火砕流堆積物等が崩壊して発生したと考えられている。北海道胆振東部地震災害

は、国内外で過去に起きた同様な斜面災害例との比較して、表層のテフラ層が崩壊したという点で、過

去の災害事例と異なっている。北海道には極めて固結度の低いテフラ層が多く分布することから、この

点は留意すべきであろう。

 

4 北海道における自然災害の軽減

 

4. 1 北海道における自然災害

 北海道は地震や活火山が多く自然災害が頻繁に起こる地域である。このため北海道における自然災害

の軽減は急務の課題である。北海道胆振東部地震で発生した斜面崩壊は、固結度の低いテフラ層が、地

震による振動により崩壊して発生した可能性が高い。北海道胆振東部地震で発生した斜面崩壊は稀なタ

イプの自然災害である。北海道には固結度の低いテフラ層が広く分布していることから、このようなタ

イプの自然災害を防止することは重要である。脆弱な火山噴出物の地質学特性やその詳細な分布域を調

査することは、北海道胆振東部地震で起きた大規模災害の原因を探るのみならず、将来北海道で起こり

うる自然災害の軽減に役立つ。特に北海道南西部では、脆弱な火山噴出物が広く分布することが確認さ

れた。これらの火山噴出物の詳細な調査・研究を進め、社会に広く発信するべきである。 

 

4. 2 脆弱な火山噴出物の斜面崩壊に関する研究推進

 脆弱な火山噴出物の斜面崩壊災害は、1996 年の北海道豊浜トンネル崩落事故でも発生した。豊浜トン

ネルでは、新第三紀のハイアロクラスタイトと呼ばれる火山噴出物が崩壊し、大きな災害を引き起こし

た。このような災害を防ぐため、北海道では 1996 年以来、新第三紀のハイアロクラスタイトの分布範囲

調査とその災害防止研究が 10 年以上かけて行われてきた。また、豊浜トンネルの事例では、岩盤の凍結

融解が岩盤崩落の主な原因とされ、そのような凍結融解による岩盤崩壊を想定した研究が進められてき

た。しかしこの想定に反し、北海道胆振東部地震災害では新しい第四紀火山噴出物（脆弱なテフラ層）

が地震により崩壊した。このような第四紀火山噴出物に関する地震防災学的研究はこれまでほとんど行

われていない。北海道胆振東部地震で発生した斜面崩壊により、脆弱なテフラ層の斜面崩壊が発生する

ことが判明した。今後は第四紀テフラ層の斜面崩壊に関する詳細な調査・研究を進めるべきである。

 

4. 3 地震災害と火山災害のリンク

 地震災害と火山災害の防災研究は、本来リンクさせて研究するべきであるが、専門性の違いや研究手

法の違いのため、これまでは別々に研究が行われてきたことが多かった。今回の北海道胆振東部地震災

害により、地震災害と火山災害の防災研究をリンクさせ、防災研究を進める重要性が高まった。本研究

による国内外で過去に起きた地震斜面崩壊災害に関する災害例の文献調査により、北海道胆振東部地震

災害に似たような、地震と火山噴出物がリンクした災害が過去にも発生していることが判明した。北海

道胆振東部地震災害と同様な災害事例を収集し、今後の防災に役立てることは、活火山の多い北海道に

おいて急務の課題である。 

 

4. 4 大学と自治体の防災協定

 北海道胆振東部地震で発生したような斜面崩壊の予測を行うためには、様々な研究分野を横断した防

災研究が必要である。このような研究を進めるため、大学と自治体による地域防災協定を推進し、斜面

崩壊の総合的な研究を推進することが重要であろう。地域防災協定により、大学が行う防災研究を社会

に還元することができ、今後の防災に大きく役立つと考えられる。
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